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のむら復興まちづくりデザインワークショップ（アクション編③）を開催しました！

■基本設計に向けたワークショップ（アクション編③）の開催

これまでの、のむら復興まちづくりデザインワークショップ（全 6 回）でまとめられた「のむら復

興まちづくり計画」に基づき、「河川沿いの魅力的な空間づくり」を具体的に推進していくための検討

を行う場として、「のむら復興まちづくりデザインワークショップ（アクション編③）」を開催しまし

た。

愛媛大学社会共創学部 松村暢彦教授の進行のもと、計画案の確認と利活用・運営に向けた検討のデ

ィスカッションを行いました。

【のむら復興まちづくりデザインワークショップ（アクション編③）の開催概要】

日  時：2020 年 7 月 13 日(月) 19:00～

会  場：乙亥会館 アリーナ

主  催：西予市

協  力：愛媛大学、東京大学復興デザイン研究体

参 加 者： 42 名（野村地区自治会、社会教育団体などの公的団体代表者、西予市内在住者など）

主な内容：〇復興事業の進捗状況と今後の事業展開について

      〇今回のワークショップについての主旨説明

      〇河川沿い空間の基本設計検討案の説明

      〇グループワーク ①計画案について ②利活用・管理運営について

      〇グループワークの発表とまとめ

■ワークショップの開催結果

今回のワークショップでは、前半は前回までのワークショップをふまえてまとめられた基本設計の

計画案を確認し、お気に入りのポイントと今後の工夫ポイントについてディスカッションを行いまし

た。より具体的に使い方を想定しながら各班で計画案を確認し、配置や面積に関する意見、施設に関

する意見、さらには、魅力的に運営し人を呼び込むためのアイディアや管理運営に対する気がかりな

こと、課題についての意見が挙げられました。後半は整備後の利活用・管理運営に向けてのディスカ

ッションを行い、管理運営の主体や仕組みから、みんなで河川沿い空間を育てていくための積極的な

アイディアまで活発に意見を出していただき、充実した内容のワーキングとなりました。

発行 西予市復興支援課
電話 0894(62)1455

令和２年 8 月 14 日

◆ のむら復興まちづくりデザインワークショップ（アクション編③）を開催しました！
◆ 野村地区災害公営住宅の建設工事を開始しました。
◆ 「のむらからの手紙～応援するけんがんばってや～」が完成！

▲ 趣旨説明 ▲ グループワーク ▲ 各グループの意見の確認
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■計画案に対する主な意見

ワークショップでグループごとにいただいた意見の一例をご紹介します。計画案のお気に入り、課題ポ

イントの観点で議論を行いました。また整備後の管理・運営についてのアイディアもいただきました。

■今後に向けて

今回のディスカッションをふまえて基本設計をまとめていきます。次回からは右岸側の菜園の利活用

方法をテーマにした新シリーズに移行します。

乙亥・まちなかエリア

自然と憩いのエリア

レクリエーションエリア

三嶋神社周辺エリア

全体を通しての意見

■：お気に入り・おすすめポイント
■：今後の工夫・課題ポイント
■：管理・運営についてのアイディア
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野村地区災害公営住宅の建設工事を開始しました。（問合せ先：建設課 0894-62-6410）

■ 災害公営住宅とは

災害により住宅を失い、自ら住宅を確保することが困難な方に対して、安定した生活を確保

してもらうために、市が国の助成を受けて整備する公営住宅です。

■ 整備計画について

市では、消防署野村支署裏に集合住宅３棟 24 戸、野村町太田団地に戸建て住宅 17 戸を整備

します

≪参考：配置計画図≫

≪参考：消防署野村支署裏集合住宅イメージ図≫

■ 現在の状況

▲ 消防署野村支署裏（3 棟 24 戸）

住宅の建築工事に着手しました。市内業者に発注し、一日も早く入居できるよう工事を

進めています。近隣の皆様には工事中、車両の通行や騒音等で大変ご迷惑をおかけいた

します。何卒ご理解とご協力をよろしくお願いいたします。

▲ 太田団地（戸建て 17 戸）

太田

集会所

岡本紙器

製作所
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「のむらからの手紙～応援するけんがんばってや～」が完成！

■ INSPiリーダー 杉田篤史さんよりメッセージ

豪雨災害の後、子どもたちと「のむらのうた」をつくり、

それがきっかけで野村とのご縁ができ、こうして継続し

ているのが本当にありがたい想いです。今回は野村小学

校６年生のみんなと約１ヶ月間のオンライン授業（対面

ではなく、遠く離れた場所をテレビで繋ぎ授業をするこ

と）を重ねオリジナル曲「のむらからの手紙」をつくりま

した。歌づくりに大事なのは「情景」「オリジナリティ」

「伝える」です。「情景」は目に見える景色に自分の感情

をのせることですが、きっと野村の風景を見たことがな

い人にもいろんな感情を思い起こすような風景がここに

はあって、それを子どもたちの中から引き出したいと思いました。そして「オリジナリテ

ィ」、他人と違うことに恥ずかしさを感じたりすることはきっと誰にでもありますが、人と

違う独自性に価値があって、それをみんなも大切にしてほしいと話しました。最後は「伝え

る」、自分の心の中にあるものを誰かに伝えるのは難しいことだけど、工夫して相手に気持

ちのいい形で伝え共にすることでたくさんの人生の喜びが得られると僕は思っています。

そんな話を重ね、子どもたち自身の言葉から素晴らしい歌が生まれました。ぜひみなさんも

何度も聴いてよかったら歌って楽しんでください。また落ち着いたら必ず伺いたいと思っ

ています。会ってまたみなさんと歌える日を楽しみにしています。

▲INSPi（右から 3番目が杉田さん）

アカペラグループ INSPi（インスピ）のリーダー杉田篤

史さんと野村小学校 6 年生が、全国へ応援メッセージを

届ける歌「のむらからの手紙～応援するけんがんばって

や～」を制作しました！

新型コロナウイルスにより日本全体が不安感に包まれた今だからこそ、災害を経験した 2 

年前に受けた多くの支援への感謝を胸に、歌で恩返しができないか-。そんな想いから制

作は始まりました。杉田さん講師のもと、野村小学校 6 年生の児童たちは、「大切な人に

届けたい言葉」をテーマに歌詞をつくり、一生懸命歌の練習を繰り返し、災害から 2 年と

なった 7 月 7 日に全国に向けて公開しました。皆さんにも是非届きますように。

https://youtu.be/TU3n-Xg2Fn4

「のむらからの手紙」は動画共有サイト

YouTube で配信しています。是非ご覧くだ

さい。


